
「旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想」策定の経過について 

― これまでの検討経過のご報告 ― 

１．はじめに 

旧東川駅跡再開発プロジェクトは、旧東川駅跡とその一帯を、東川町の地域資源・文化財

や国内外とのネットワークを活かし、将来のまちづくりに向けた課題解決の基盤となる場

として再生していく取組です。令和 5 年度からの基礎調査に始まり、「対話と参加による

まちづくり」を基本姿勢として、懇談会・有識者会議・住民説明会・町内会説明会・タウ

ンミーティングなど、さまざまな機会を通じて町民の皆様や専門家のご意見を伺いながら、

基本構想を策定してまいりました。本書は、その検討の経過を町民の皆様にお知らせする

ものです。 

２．検討の基本的な考え方 

本構想は、施設整備に主眼を置いた計画とは異なり、「町全体がデザインミュージアム」

という考え方を基本としています。町内に点在する行政・地域コミュニティ拠点、文化・

学びの拠点、観光拠点、産業拠点、自然環境、暮らしの場などを相互に結びつけ、旧東川

駅跡を回遊の起点（拠点）のひとつとして、東川町の価値を総合的に感じられる構造を目

指すものです。検討にあたっては、観光機能への偏りへの懸念を踏まえ、町民が日常的に

利用できる地域交流の機能を重視すること、既存施設と連携・補完し役割分担を図ること、

整備費・運営費の両面で持続可能性を確保することなどが重ねて確認されてきました。 

３．これまでの経過（年表） 

時期 取組 

令和 5年度 役場内部（課長職）による基礎調査を実施 

令和 6年度 
建物の構造調査、ソフト・ハード両面の方向性検討、イメージパ

ースの作成 

令和 7年度 
タウンミーティングを各地域・任意団体で開催（計 7回超、延べ

208 名超） 

令和 7年 6月 30日 第 1回懇談会 

令和 7年 7月 18日 第 2回懇談会 

令和 7年 8月 20日 第 3回懇談会 

令和 7年 10月 6日 第 1回有識者会議 

令和 7年 10月 30日 第 4回懇談会 

令和 7年 11月 1日 住民説明会（参加者 54名） 

令和 8年 1月 13日 
先進地視察（東京：1月 13〜14日 計 31名／上士幌町：1月 23

日 計 25名） 



時期 取組 

令和 8年 3月 2日 第 2回有識者会議・設計プラン説明 

令和 8年 3月 15日 東町 2丁目町内会説明会（参加者 35名） 

令和 8年 3月 24日 第 5回懇談会（中間報告） 

令和 8年 4月 19日 住民説明会（参加者 41名） 

令和 8年 5月 有識者からの書面意見の聴取 

令和 8年 6月 5日 第 6回懇談会 

令和 8年 6月 6 月 10日～30日：パブリックコメントの実施 

令和 8年 7月 27日 第 7回懇談会（最終） 

令和 8年 8月 基本構想の公表・会議記録の公表 

 

４．各会議体の役割 

懇談会（全 7 回）：町内の関係団体から推薦を受けた委員により構成し、町の課題整理、

地域資源の再評価、ねらい・基本理念・導入機能、機能配置などを、ワークショップ形式

を含めて検討しました。 

有識者会議（2 回）：家具・デザイン、文化資源、人材育成、まちづくりなどの専門的見

地から、構想案について助言をいただきました。また、第一回、第七回の懇談会に、それ

ぞれご参加をいただいています。 

住民説明会・町内会説明会：検討の途中経過を説明し、生活環境への配慮や事業費・財源

などについて、幅広くご意見を伺いました。 

タウンミーティング：全町域で開催し、プロジェクトを中心に町民の皆様と意見交換を行

いました。 

５．主な論点と構想への反映 

検討の過程では、観光偏重への懸念を踏まえた日常利用・地域交流機能の重視、施設単体

で完結させるのではなく町全体で価値を高めるネットワーク型の視点、織田コレクション

をはじめとする文化資源の保存だけでなく活用・発信のあり方、既存公共施設との連携・

役割分担、段階的整備と優先順位付け、整備費・運営費の持続可能性、そして対象地周辺

（特に東町 2 丁目）の生活環境への配慮などが、繰り返し重要な論点として示されました。

これらの意見は、基本構想の理念・機能・空間構成の整理に反映されています。 

６．今後の進め方 

基本構想は、施設の詳細な機能や配置を定めるものではなく、まちづくりの方向性や基本

的な考え方を示すものです。今後は、本構想で整理した考え方をもとに、基本計画におい



て事業規模や施設配置、事業手法、運営主体、交通・駐車場、財政スキームなどの具体化

を進めます。整備については、一度に実施するのではなく、財政状況や事業環境等を踏ま

えながら、段階的に進めることも想定しています。町では、町民・議会・関係者との対話

を重ねながら、本構想の理念を共有し、「適疎」で豊かな暮らしを次世代へつないでいく

まちづくりを着実に進めていきます。 


